
令和８年度 第１回 島田市健康づくり推進協議会

基本的な方向
「誰一人取り残さない健康づくり」
「健康寿命の延伸と健康格差の縮小」

健康づくりは、個人の努力だけでは限
界があります。
「自然に健康になれる環境づくり」を重
要な柱としています。
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第４次島田市健康増進計画

自然に健康になれる環境とは？

基本理念
健康で自分らしく生きることのできるまち
～健康寿命の延伸と健康格差の縮小～

しまだ健幸マイレージなどの本市の特徴的な取
り組みをより効果的に展開しつつ、地域の場の力
（ソーシャルキャピタル）を活用し、個人や家庭、地
域、職域、行政、健康づくりに関する関係機関が連
携協働することで、自然に健康になれるまちづく
りを進めます。

特別な努力をしなくても、健康的な行動を選びやすい社会環境

１ 身体活動・運動
歩きたくなる街、通いの場
公園やウォーキングコース

自然と体を動かす機会が増える

２ 食環境
適塩の取り組み、健康メニューの普及
野菜を選びやすい環境

無理なく健康的な食生活につな
がる

３ 人とのつながり
地域活動、ボランティア（公園の草取り）
居場所づくり

孤独予防や生きがいづくりにつ
ながる

４ ライフコースアプローチ
子どもの頃から、働く世代からの健康づ
くり、フレイル予防

生涯を通じた健康づくり
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